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キャンパスアジア・プログラム第３モード開始にあたって
　本年度から、昨年度に採択された ｢大学の世界展開力事業　アジア高等教育共同体（仮称）形成促進｣事業（CAP
第３モード）の新プログラムによるカリキュラムが始まりました。コンソーシアムの新メンバーとして加わった
立命館アジア太平洋大学（APU）からは、早速 ｢インテンシブアジア（IA）コース｣ の参加者も選抜されました。
私たちの予想を上回る数のAPU生がIAコースに応募してくれて、｢東アジア｣ の学びへの関心の高さを再確認す
ることができました。
　コロナ禍３年目となる本年度は、新型コロナ感染症による制約がかなり緩和されはじめ、対面授業や留学も再
開されていきました。しかしながら、韓国は留学を早くから受け入れ社会的制約も大幅緩和されたのに対し、中
国への現地留学は実現できずにオンライン留学が続きました。中韓の２カ国の学びがアンバランスになるなど、
２ヵ国留学するCAPならではの課題が残る形となりました。
　そんな制約のなかでも、CAP生たちは、東アジアでの学びを広げる工夫を続けています。オンライン講義を
CAP生どうしで一緒に受講したり、共同研究室を活用したり、自主的な課外活動を展開したりと、目をみはる活
躍を見せてくれています。今年度は改めてCAP同窓会も再始動しました。
　2022年度の報告集では、そんな日中韓のCAP生たちや教職員が奮闘した記録をお届けいたします。

メッセージ

新プログラムの３つのコース

1. キャンパスアジアコース

　中国・韓国に１年ずつ２年間留学するコース。従来のプログラムと同様の方式で実施。

2. アジアグローバルコース（新設）

　２年間４学期のうち、３学期は中韓に留学し、１学期は立命館アジア太平洋大学で英語で学ぶコース。
キャンパスアジアコース生から選抜します。

3. インテンシブアジアコース（新設）

　立命館アジア太平洋大学の学生が、中国・韓国に１学期ずつ１年間留学するコース。キャンパスアジ
アコースのプログラム生たちと共修します。
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派遣前学習
　第３モードカリキュラム適用となる７期生が入学し、新たな学びがはじまりました。コロナ禍が影響してか、
７期生は８名といつになく少なくなりましたが、新たに加わった立命館アジア太平洋大学（APU）のIA生ととも
に、移動キャンパスに向けて少数精鋭で頑張っています。

プログラム生の学び

各種ガイダンス・アクティビティ
履修ガイダンス 共同研究室ガイダンス 移動キャンパス手続きガイダンス
結団式 Campus Asia Homies活動
キャンパスアジア専用科目
キャンパスアジア演習Ⅰ・Ⅱ 中国語（キャンパスアジアⅠ・Ⅱ） 朝鮮語（キャンパスアジアⅠ・Ⅱ）

結団式

日中韓７期生とIA生が一同に集まった結団式。移動
キャンパスに向けた抱負を自国語以外の言語で語り合
いました。はじめて出会ったにもかかわらず、中国・
韓国やAPUの同級生とすぐに打ち解け、連絡先の交
換などをしていました。（11月13日）

日中・日韓オンライン交流

キャンパスアジア演習Ⅱを利用して、中国・紹興の浙
江越秀外国語学院日本学科の学生たちとグループディ
スカッションを中心とした交流を行いました。オンラ
インではあったものの、中国の状況や若者の関心や語
学学習などについて意見を交わしました。中国渡航が
かなわないなか、現地の状況を知ることのできた貴重
な機会になりました。（12月１日）　

そのほかにも、韓国・弘益大学校世宗キャンパスの学
生とのオンライン交流（10月27日）や、10年以上の
広州在住歴を持つ日本語講師の方から最近の広州の様
子や、広州での生活についてお話をうかがう機会を得
ました（１月12日）。
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立命館プログラム学生の学び
　2022年度も２回生（18名）、３回生（17名）がそれぞれ２グループにわかれて移動キャンパスに参加しました。
釜山では、勉学に励むとともにサークル活動やワークショップ、インターナショナル運動会など、さまざまな行
事に参加し、プログラムを越えた交流の輪を広げました。中国へは残念ながら今年も渡航はかないませんでした
が、オンラインではあっても、直接、留学先の科目を受講することで、語学力の伸びや、中国や広東の文化や社
会への知的関心を高めた学生も多かったです。また京都に留学中の中韓CAP生との自主的交流活動を主導する役
割も果たしました。

韓国・東西大学校

メタバース体験（＠釜山教育大学校）

中国・広東外語外貿大学

東西大でのアクティビティ
東アジアリーダー特講⒈⒉ 東西大学術エクスポ
日中韓学生ワークショップ 韓国現地文化体験学習
2022 International Day Learn Our Language

2022 International 
Culture Day

DSU Go Global!

釜山教育大日中韓学生交流会 韓国語スピーチ大会
日中韓３国事務局採用説明会 CAP コンテスト
海外インターンシップ（韓国派遣組）
東西大学校中国研究センター
人文社会研究支援事業団

民主市民教育院ナラクハンア
ル

オンライン学生交流（中国オンライン留学組）
浙江越秀外国語学院学生交流会
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中韓プログラム学生の学び
　春学期に中国20名、韓国15名、秋学期には中国20名、韓国12名のCAP生を受け入れました。今年度から新たに
立命館小学校との小大連携事業として ｢言語を通した未来の架け橋プロジェクト｣ を開始しました。小学校に出
向いての交流合同授業に加え、週１回の中国語・朝鮮語学習 ｢放課後プロジェクト｣ では、小学生に対して中韓
CAP生が個別指導し、保護者を招いての成果発表会が行われました。

未来の架け橋プロジェクト

２年生、５年生のクラスを ｢日本研究Ⅰ・Ⅳ｣ の受講
生が訪れ、日中韓でのカルチャーショックなどについ
てグループ学習を行いました。興味津々な子どもたち
の様子が印象的でした。（11月２日、９日）

毎週月曜の ｢放課後プロジェクト」では、少人数での
言語学習を進めました。子どもたちへ言葉を教えながら、
日本語でのコミュニケーション力や主体性を養うなど、
双方向的な学びとなりました。また、中国へのオンライ
ン留学中の本学CAP生も参加し、日中韓協働でのサー
ビス・ラーニングの場となりました。

CAP×立命館宇治高校 学生交流会

一昨年、昨年とオンラインでの交流会となりましたが、
ようやく対面で実施することができました。文化の共
通点や相違点についての発表のほか、｢おもしろカル
タ大会｣ など、楽しい時間を持ちました。大学受験を
控えた高校生たちが大学生活や留学、言語学習などに
関して、次々と質問していました。（１月21日）

各種ガイダンス・アクティビティ
履修ガイダンス 生活ガイダンス
共同研究室ガイダンス 帰国ガイダンス
グループ面談 Campus Asia Homies活動
キャンパスアジア専門科目
キャンパスアジア演習Ⅲ・Ⅳ キャンパスアジア日本研究Ⅰ～Ⅳ
日本語（総合）Ⅰ・Ⅱ 日本語（聴解口頭）Ⅰ
日本語（ライティング） 
Ⅰ・Ⅱ

日本語（キャリア日本語） 
Ⅰ・Ⅱ



7

　本学４期生は、コロナ禍のなかでも多岐にわたる職種に進出しています（具体的な業種は下表を参照）。キャ
ンパスアジア・プログラムの経験を活かして、国内外において活躍することが期待されます。また、大学院進学
や他地域への留学など、キャンパスアジア・プログラムでの学びを発展させることを希望する学生もみられまし
た。なお、中韓プログラム生もそれぞれの国内での就職・進学だけでなく、日本をはじめとする海外の大学院へ
の進学を希望するなど、東アジアから世界に羽ばたく学生もみられました。

４期生の進路・就職状況

　11月６日、ホテルオークラ京都で同窓会が開催され、パイロット生をはじめ、多くのCAP修了生が集いました。
当日は、韓国・釜山でも東西大の同窓会が開かれており、韓国在住の本学CAP修了生も参加していました。また、
短い時間ではありましたが、東西大同窓会、広外大CAP修了生とをオンラインでつなぐひとときを持ち、まさに
キャンパスアジアらしい修了生の集いになりました。参加した修了生一同が、移動キャンパス以来の同窓生との
再会に、満面の笑みを浮かべていました。修了生各人がそれぞれの場でキャンパスアジアの学びを生かしている
報告も寄せられ、さらなる活躍が期待されます。今後も学年を、そして国境を越えたCAP生の連携を強めていく
予定です。

キャンパスアジア同窓会（CAP＋）

商社
25%

流通
12%

サービス業
25%

官公庁・団体
12%

大学院進学
13%

就職活動中
13%

立命館大学2022年度修了生8名の実績

商社 流通 サービス業 官公庁・団体 大学院進学 就職活動中
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　キャンパスアジア・プログラムで学び、キャンパスアジア教授会で修了が認定された学生には、３大学が共同
で発行するプログラム修了証が授与されます。修了認定には、２年間の移動キャンパスを完遂すること、卒業論
文のサマリーを日中韓３カ国語で作成することなどが条件となっており、キャンパスアジア・プログラムの学び
を大成させることが求められます。2022年度に認定された修了生のリスト、および修了生が提出した卒業論文の
タイトルは以下の通りです。

立命館大学の修了認定
①2023年冬認定（2023年3月卒業）

氏名 期 卒業論文のタイトル
今井志彩 3 英語が第一言語となったシンガポール民族語への意識
伊藤彩希 4 日韓交流プログラムによる学生意識変化―キャンパスアジアプログラム参加日韓学生へ

の比較調査
上田未来 4 日本語学習者における擬態語の理解実態―中国人および韓国人学習者への調査結果から
江草千愛 4 台湾の外国人労働者について―介護分野での取り組み
木寺彩月 4 韓国における日本大衆文化受容と日本アニメの現地化
関原壮大 4 韓国プロテスタントの実態―その概要と社会状況との関連性

本岡真由子 4 六朝志怪と『三国遺事』の仏教説話の比較

広東外語外貿大学の修了認定
①2022年夏認定（2022年6月卒業）

氏名 期 卒業論文のタイトル
关欣怡 4 以《哈利波特》为蓝本的中日同人小说的对比研究 —以《哈利波特与怀有野心的少女》及《蝴

蝶效应》为中心
张瑜淳 4 媒体下中日韩三国青年护理者的对比研究—基于建构主义视角
曹炜亮 4 论中日两国近现代文学中的共产主义者形象—以《药》和《蟹工船》为例
刘雨婷 4 中日两国单身母亲形象的形成与对比—以媒体作用为中心
姚恺源 4 谷崎润一郎在中国现代文学的影响—以对其的译介和接受为中心
施纪龙 4 关于义文化的中日比较研究
朱阳珂 4 中日韩 “终身教育” 的比较研究—以终身教育网站建设的比较为中心
刘靖 4 中日韩三国年轻人价值观的对比研究―从 “躺平族” “悟世代” “N 抛世代” 的使用来看

曾陈海扬 4 疫情下中日韩教育差距扩大问题及其对策的对比研究
林溯 4 citzen” 概念在中日韩三国的变迁过程

潘西开 4 中国大学知识产权教育的应有状态—基于美日两国的比较分析
赖静艺 4 中国、日本、韩国的影子教育及相关政策的比较研究
徐驰恒 4 中国武侠精神和日本武士道精神的比较研究—以电影《新龙门客栈》和《七武士》为例

②2022年夏認定（2022年7月卒業）

氏名 期 卒業論文のタイトル
林凡熙 4 从古典怪谈文学看古代女性的社会地位—以中日女鬼为中心
荣惠泽 4 中日两国老年人自杀问题的对比研究—从家庭形态变化的视角
黄静 4 从新语、流行语解读中日社会形势—以新型冠状病毒肺炎时期为中心
张冉 4 对Bili Bili 弹幕的语言学考察—对视频进度条的利用

叶炯博 4 漫画《海贼王》中拟音拟态词的日中翻译以及日韩翻译的比较研究
朱珏颖 4 中日电视剧中女性意识的比较研究

向往 4 中日传统节日对比研究―以春节和端午节为对象

日中韓プログラム生卒業論文タイトル
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東西大学校の修了認定
①2022年夏認定（2022年8月卒業）

氏名 期 卒業論文のタイトル
박성희 2 한국의 저출산 원인과 저출산 정책

②2023年冬認定（2023年2月卒業）

氏名 期 卒業論文のタイトル
허규찬 2 문화예술을 활용한 한국지역문화축제 활성화 방안 고찰  -일본의 홋카이도 마츠리사례를 

통해-

김지후 3 일본과 중국에서의 한류 발전 과정과 요인 비교  -K-콘텐츠를 중심으로 -

남혜린 3 다문화 사회를 맞이한 한국과 일본  -단일민족 문화와 다문화 공생을 중점으로 비교고찰

박비채 3 한일 학교폭력 현황 비교와 예방 및 대책 비교

방혜빈 3 재일한국인과 재한일본인 사회 비교  -재일대한민국민단과 서울재팬클럽 (SJC)을 중심으로 -

서예주 3 자동차 시장의 중국 희토류 의존  -한국 예상 전망 및 대응방안을 중심으로 -

정미래 3 한국과 일본의 영화산업 연구

권하영 4 한일 빈집 문제 발생원인에 대하여

김경민 4 한국 장애인 통합사회를 위한 이동권 연구 
-한일 및 선진국의 장애개념과 이동권 보장현황 비교를 중심으로 -

김민재 4 한일 저출산 현황  -저출산을 바라보는 새로운 시각을 중심으로 -

손윤하 4 한국 영상 콘텐츠가 일본 사회에 미친 영향과 한계  -제 1, 4 차 한류를 중심으로-

우지희 4 일본 영화산업의 특징과 원인분석

김아현 4 애니메이션에서 웹툰으로   -한국 일본을 중심으로-

　立命館大学、立命館アジア太平洋大学、東⻄大学校
（韓国）、広東外語外貿大学（中国）の４大学に所属す
るプログラム学生が、親睦を深めるとともに、互いの
国の言語・文化をより深く理解するための活動を行う
ことを目的として、2022年５月に発足しました。
　タンデム・パートナー制度を用いた自主学習および
学習報告や、大学キャンパス内外における学生間での
国際交流を通じて、プログラム生としての成長を図る
とともに、３カ国の学生たちによる主体的な学びを実
現する一助となっています。

CAMPUS ASIA HOMIES（学生団体組織）
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キャンパスアジア・プログラム協議組織

【運営組織】
　第３モードカリキュラムが開始され、立命館アジア
太平洋大学を加えた４大学の運営・協議組織が本格的
にスタートしました。

４大学教職員合同会議・実務者会議

残念ながら、広外大とAPUはオンライン参加でした
が、本学は事業団長をはじめ、教職員８名が釜山での
会議に出席しました。画面越しでは知り得ていたもの
の、はじめて対面する新メンバーたちも含め、2024
年度にはじまるAGコースの教学、ポストCAPをめぐ
る議論など、今後のプログラムについて、忌憚のない
議論を交わしました。（１月14日）

キャンパスアジア運営委員会

本学では、文学部教授会、文学部執行部との連携を密
にし、プログラム全体にわたる検討と承認を行うキャ
ンパスアジア運営委員会を設置しています。コロナ禍
の昨今は、事業の達成状況や今後の計画の報告ととも
に、CAP生の渡航判断やオンライン留学にかかわって
の協議を行っています。

キャンパスアジア事務局会議

月１回の事務局会議では、実務に携わるプログラム教
職員がプログラムの細部にわたる事項を確認・検討す
るとともに、派遣・受入CAP生の学習・生活状況に関
する情報を共有して必要な対応を協議しています。日
常的な情報共有や議論も含めて、円滑かつ発展的なプ
ログラム運営を担っています。

キャンパスアジア教授会

CAP生の修了認定や共同運営科目の新設など、教学を
掌るCAP教授会は、コロナ禍以降、オンライン会議お
よびメール会議で実施されています。今年度は６月・
２月に開催し、日中韓あわせて41名の修了生を輩出
するとともに、教学の質的向上に関する議論を交わし
ました。

外部評価委員会

第３モードの中間地点を迎え、国際交流、異文化教育
の専門家３名をお招きして、第１回外部評価委員会を
実施しました。これまでの事業評価についてはおおむ
ね高い評価を得ましたが、オンラインと対面交流の相
乗効果、進路支援の強化、事業の持続可能性への提言、
CAP立命館モデルの波及に向けての課題など、第３
モードをより発展的な運営に向けた有意義な提言を得
られました。（12月８日）
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　キャンパスアジア・プログラムウェブサイト（www.ritsumei.ac.jp/campusasia/）では、本プログラムに関する
基本的な情報に加えて、動画やブログを始め、プログラムで創りだされたさまざまな成果を発信するコンテンツ
を公開しています。また、公式インスタグラム（ritsumei_campus_asia）では、日常的な授業や活動、留学中の
様子などについても随時発信しています。
　また、６月12日には異文化間教育学会との共催で国際シンポジウム ｢キャンパスアジアの10年とこれから――
東アジア国際交流が育むグローバル人材｣ を開催し、本プログラムに関する学問的成果の発表や修了生も交えた
パネルディスカッションを行いました。日中韓トリリンガル・多言語同時習得の実現、高い異文化適応力・コミュ
ニケーション力の醸成など、CAP生の成長とプログラムの成果検証を公開の場で報告する機会を持ちました。

広報・成果発表

キャンパスアジア・プログラムウェブサイト

公開シンポジウム公式 Instagram 公式 YouTube
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【2022年】

4月1日 立命館7期生履修ガイダンス

4月5日 入学後募集説明会

4月12日 入学後募集　面接選考

4月27日 立命館7期生共同研究室ガイダンス

4月27日 立命館アジア太平洋大学IAコース募集　第1回説明会

5月6日 Campus Asia Homies結成･活動開始

5月20日 中国・韓国プログラム生　生活・共研ガイダンス

6月6日～ 13日 春学期中国・韓国プログラム生 グループ面談

6月8日 立命館アジア太平洋大学 IAコース募集説明会

6月8日 立命館アジア太平洋大学IAコース募集　第2回説明会

6月10日 キャンパスアジア教授会

6月12日 異文化間教育学会第43回大会　公開シンポジウム「キャンパスアジ
アの10年とこれから：東アジア国際交流が育むグローバル人材」

6月20日 立命館5期生6期生秋学期韓国ビザガイダンス

6月20日 中国・韓国プログラム生　帰国前ガイダンス

6月21日 韓国・東西大学校　春学期終了

6月24日 中国・広東外語外貿大学　春学期終了

7月6日 立命館アジア太平洋大学 IAコース面接選考

7月7日 4大学（立命館・APU・東西大・広東外大）実務者会議

7月20日 立命館アジア太平洋大学 IAコース合格者ガイダンス

7月25日 秋学期韓国渡航前ガイダンス

7月26日 立命館5期生キャリアセミナー

8月29日 中国・広東外語外貿大学　秋学期開始

9月1日 韓国・東西大学校　秋学期開始

9月14日 中国・韓国プログラム生　生活・履修・共研ガイダンス

10月6日 特別募集生説明会

10月13日 結団式

10月25･26日 特別募集生 面接選考

10月27日 韓国・弘益大学校世宗キャンパスオンライン学生交流会（キャンパス
アジア演習Ⅱ）

10月27日 中国・浙江越秀外国語学院オンライン学生交流会

11月2日 CAP×立命館小学校交流授業（２年生クラス）

11月6日 キャンパスアジア・プログラム第1回同窓会総会

11月9日 CAP×立命館小学校交流授業（５年生クラス）

11月11日 立命館7期生・IAコース生・特別募集生2023年度移動キャンパスガ
イダンス

2022年度のあゆみ
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11月16日 CAP×立命館小学校 ｢放課後プロジェクト｣ 活動開始（～ 2023年
1月20日）

11月29日～ 12月2日 秋学期中韓プログラム生グループ面談

12月1日 中国・浙江越秀外国語学院オンライン学生交流会（キャンパスアジア
演習Ⅱ）

12月8日 第1回外部評価委員会

12月13日 中国・韓国プログラム生　帰国前ガイダンス

12月18日 プレエントランスデー　入学前募集ガイダンス

12月21日 韓国・東西大学校　秋学期終了

12月22日 2023年度韓国ビザガイダンス

12月23日 中国・広東外語外貿大学　秋学期終了

【2023年】

1月12日 中国・広州生活講演会（キャンパスアジア演習Ⅱ）

1月13日～ 1月15日 キャンパスアジア4大学合同会議（於：韓国・東西大）

1月20日 CAP×立命館小学校 ｢放課後プロジェクト｣ 成果発表会

1月21日 CAP×立命館宇治高等学校 学生交流会

1月24日 2023年度春学期韓国渡航前ガイダンス

2月13日 キャンパスアジア教授会

2月20日 2023年度入学前募集　第1回説明会

2月21日 中国・広東外語外貿大学　2023年度春学期開始

2月28日 2023年度入学前募集　第2回説明会

3月2日 韓国・東西大学校　2023年度春学期開始

3月15日 中国・韓国プログラム生　2023年度春学期生活ガイダンス

3月20日 立命館キャンパスアジア・プログラム修了式

3月23日 2023年度入学前募集　面接選考

3月23日 中国・韓国プログラム生　2023年度春学期図書館ツアー・ 
ガイダンス

3月23日 中国・韓国プログラム生　2023年度春学期履修ガイダンス
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立命館大学
７期生

安藤　芳生 飯田　沙蘭 池口　夏希 菊地　香音
佐藤　凪紗 蔦野　朱里 西山　理那 二橋　玲衣

広東外語外貿大学
春学期受入生

WANG Yige ZHOU Weirui WANG Chen CAI Wendi
MA Teng LIANG Biyue QIAN Junyi CHEN Shuyuan
OUYANG Chujing LU Kaiyang

秋学期受入生

LIU Yuqi LIU Sicen LI Xinyu WANG Xinyi
XIE Qianyi YANG Tianmiao HUANG Zhiyu HE Jiayi
PAN Zhaoying CHEN Han

東西大学校
春学期受入生

LEE Jinhyuk JANG Junhyeok YOON Yewon LEE Hojun
LEE Sehyun

秋学期受入生

CHOI Yunyoung NOH Ilkwon LEE Yeji KO Byeungjin
CHOI Wonjun HAN Seryu Lee Yejin

プログラム生の紹介

〈事業団長〉 中川　優子
〈担当教員〉 上野　隆三 庵逧　由香 金津日出美 三木　貴司
〈事務職員〉 勝野　芽 朴　香連 西村　葉子

教職員紹介
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